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　小誌をご覧になられた感想はいかがでしたでしょうか。
読後のご感想やご意見をお寄せください。また、各欄（「研究最前線」「海の向こうで」
「大学ニュース」「寄稿」「卒業生は今」など）への投稿や本学に関連する写真を、随
時、募集しています。
　職員や学生だけでなく、広く関係者の方々からのご提案をお待ちしております。
誌面づくりに、ぜひご参加ください。
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平成30年４月開設
浜松医科大学‒静岡大学 共同教育課程（博士課程）光医工学共同専攻

光医学と光・電子工学を融合させた
光医工学分野における高度専門人材の育成

What’s
New

　平成29年6月7日（水）、本学臨床講義棟にて、
浜松医科大学開学記念日における記念行事を行い、
大阪大学産業科学研究所副所長 永井健治氏に
『浜松医科大学メディカルフォトニクスコースと私』の
題目で特別講演をしていただきました。

浜松医科大学

光医学教育シリーズ （光医学教育研究拠点形成事業）

浜 松 医 科 大 学 開 学 記 念 式 典

特別講演

ニュースレターはホームページ
からもご覧いただけます。
https://www.hama-med.ac.jp/

https://facebook.com/Hamamatsu
UniversitySchoolofMedicine

https://facebook.com/
HamamatsuUniversityHospital

第1に優れた臨床医と独創力に富む研究者を養成し、第2に独創的研究並びに
新しい医療技術の開発を推進し、第3に患者第一主義の診療を実践して地域
医療の中核的役割を果たし、以て人類の健康と福祉に貢献する。

浜松医科大学は、医学・看護学の教育及び研究の機関として、最新の理論並びに
応用を教授研究し、高度の知識・技術及び豊かな人間性と医の倫理を身に付けた
優れた臨床医・看護専門職並びに医学研究者・看護学研究者を養成することを
目的とし、医学及び看護学の進展に寄与し、地域医学・医療の中核的役割を
果たし、以て人類の健康増進並びに福祉に貢献することを使命とする。

浜松医科大学建学の理念
編

後 記

集

浜松医科大学の目的及び使命

ニュースレター編集委員  T.O．

　今年度第１号の浜松医科大学
ニュースレターをお届けします。今号も
職員、学生、卒業生の皆さま方の研究、
教育、サークル活動など多岐にわたる

素晴らしい活動の様子をお伝えしています。また平成
30年度開設の光医工学共同専攻、基礎臨床研究棟
改修事業などますます進化していく本学の姿もご紹介
しています。
　そして今号表紙には浜松医科大学マスコットキャラ
クター「はんだやまっぴー」が本誌初登場！裏表紙には
プロフィールも掲載されていますのでぜひチェックを。
末筆になりますが、ご多忙の中原稿を寄稿いただいた
筆者の皆さまに深く御礼申し上げます。

facebook
を始めました！

浜松医科大学医学部附属病院

　平成28年度から、国立大学法人として第三期がスタートしました。本学では
蓄積された教育・研究・診療等の実績を社会にアピールするとともに、地域
社会との連携をより推進することが求められています。 
　これを機に、地域をはじめ皆様に愛され親しみやすい大学を目指して、マスコット
キャラクターの作成を計画し、平成28年9月に学内公募をしました。 
　平成28年11月に職員の藤森順子氏の作品を「マスコットキャラクター」に
決定しました。 

半田山の木々から生まれた山の精。常に最新の医学を勉強し、
患者さんを笑顔に、元気にすることが何よりの生きがい。

ロフィールプ



実際の医療現場に繋がる
研究環境

浜松医科大学医学部附属病院等において、医療機器開発企業との共同研究を促進
しています。本大学院生も指導教員の指導のもとに加わることができ、医療機器開発
への参画や共同研究が可能です。

光医学と
光・電子工学を融合した
世界最先端の研究分野

浜松医科大学では、光・電子工学技術による革新的医療技術と医療機器開発、光・イメー
ジング技術による治療法・診断法の開発等の研究成果があります。また、静岡大学では、
先進的イメージングテクノロジーやナノテクノロジー、革新的受発光・電子工学による生体計
測技術等の研究成果があります。両大学の強みを融合した分野を研究することができます。

光医工学の
研究開発拠点を活かした
人的・技術的交流

浜松医科大学の光尖端医学教育研究センター及び医工連携拠点棟、静岡大学の
電子工学研究所及び光創起イノベーション研究拠点棟を研究の場とし、企業の研究
者等との人的交流が可能となるとともに、技術指導も受けることができます。

入学定員   浜松医科大学3名／静岡大学5名

学　　位   博士 （光医工学）

教員組織   浜松医科大学7名／静岡大学8名
（専任教員）

21世紀が抱える健康、医療、高齢化等の諸問題の解決に向け、
光医工学に関する専門的な知識と技能を身につけ、
光医学と光・電子工学の双方に精通し、かつ、高い見識と幅広い
国際感覚、高い倫理観を有する人材を養成します。

共同教育課程とは？ 

浜松医科大学と静岡大学の両大学が、共同
して教育課程を編成・実施する大学院です。

共同専攻3つの特色

教育課程の特色
　●浜松医科大学の強みである光技術を応用した医学研究の環境・実績と静岡大学の強みである光・電子工学の先端研究の
　　環境・実績を、学生・教員・研究レベルで融合して教育課程を展開します。

　●実際の光・電子工学開発現場、医療現場でのフィールドワークを取り入れます。

　●1年次より主指導教員と副指導教員2名（両大学各1名）の複数指導教員制により、学生自身の研究分野の専門性に偏ること
　　なく、医学及び工学両面からの観点、基礎及び応用両面からの観点を含む多面性をもって指導を行います。

光医工学共同専攻
共同教育課程（博士課程）

平成30年4月開設

静岡大学浜松医科大学

トピックス 1-3

研究最前線

●ストレスホルモン放出機構の新しい経路を発見
●頭頸部癌におけるエピジェネティック解析に
　関する継続的な研究

●平成30年4月開設
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平成29年6月7日撮影

平成28年11月に「はんだやまっぴー」を本学マスコットキャラ
クターに決定しました。イベントやグッズ、学内外への広報など、
いろいろな場面で登場します。また、平成29年6月7日（水）に
開催した開学記念行事にて、「はんだやまっぴー」の着ぐるみ
がデビューしました。

表紙の写真
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Cooperative Major in Medical Photonics
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図1

11遺伝子のステージ別の
メチル化の頻度について

図3

転写因子Aはメチル化酵素、
脱メチル化酵素の発現を
コントロールする

頭頸部癌におけるエピジェネティック解析に
関する継続的な研究

B r e a k i n g  R e s e a r c h研 究 最 前 線

耳鼻咽喉科  講師

三澤 清

研究の背景
　15年前に米国ミシガン大学耳鼻咽
喉科に留学する機会があり、頭頸部癌
研究の第一人者であるTE Carey教授
から「頭頸部癌におけるエピジェネ
ティック解析」というテーマをいただきま
した。エピジェネティクスとは「遺伝子配
列の変化を伴わない表現型の変化」と
されDNAメチル化、ヒストン化学修飾
などの研究が盛んに行われています。
当時、Careyラボでエピジェネティック
研究は、日本人留学生が取り組み始め
たばかりで成果を上げるには至ってい
ませんでした。毎日DNAメチル化PCR
とウエスタンブロットを行い、毎週金曜
日のラボミーティングで整合性のない
結果を報告しCarey教授をがっかりさ
せていました。渡米から1年が経過した
頃、ずっと疑問であったことを思い切っ
て切り離した結果、論文発表にいたる
ことができました。苦労した留学でした
が、そのおかげで自己解決能力を身に
着けることができ、今の“継続的”な

研究に生きていると思います。

研究の結果
　Careyラボでは、頭頸部癌における
18番染色体長腕23の異常について長年
研究していました。我々は、その染色体
部位のガラニン受容体1型（GALR1）
遺伝子について研究し、頭頸部癌の新規
癌抑制遺伝子としてのデータを幾つか
報告することができました（1）。帰国後、
浜松医科大学でGALR2やその他の神経
ペプチド受容体遺伝子のDNAメチル化
解析を行いました（2）。帰国後は大学勤
務でなかったため、近隣病院からゲル
流しに5年間通いました。帰局後は、有能
な実験助手さん（本職は声楽講師）に
お手伝いいただき、リアルタイムPCRが
導入され多数のサンプル、多くの遺伝
子の解析を進めることができるように
なり、成果を継続的に報告することが
できました。ステージ早期の頭頸部癌例
の再発予測に有効なマーカー、部位別
（口腔、咽頭、喉頭）のエピジェネティック

パターンの違いなどを最近報告してい
ます（3）（4）（図1、図2）。今年6月には、同
窓会松門会から学術奨励賞をいただ
くことができました。

今後の展開
　現在、DNAメチル化解析中心の研
究から、メチル化・脱メチル化酵素の
働きとそれをコントロールしている転写
因子の研究への展開をすすめていま
す。有用なデータになることを期待して
います（図3）。また、これまでの学会
活動などを通して他大学の若い先生
方からテーマをいくつか提案していた
だき共同研究を行っています。新しい
感覚やエネルギーを吸収できるため、
マンネリ化を防ぐことができています。
実験助手さんが私の研究を進めてくれる
安心感があるから、他大学の先生との
実験に時間を割けるのかもしれません。
今後はどのような仕事、縁由と出会え
るのか楽しみにしながら研究メンバー
と活動を続けていきたいと思います。

(1)Misawa K, Carey TE et al.: Clin Cancer Res. 2008
(2)Misawa Y, Misawa K et al.: Cancer. 2014
(3)Misawa K, Mochizuki D et al.: Oncotarget. 2016
(4)Misawa K, Imai A et al.: Oncotarget. 2017

主な発表論文

【専門分野】 分子エレクトロニクス / 物理学

　本年5月に総合人間科学講座（物理学）に着任
致しました。浜松での生活は初めてですが、食べ
物の美味しさ、陽の光の明るさが、幼少期を過ご
した瀬戸内（山口、広島）にも似ており、懐かしさ
を感じ、気に入っています。
　出身学科は物理学科（昭和61年東京理科大学
理学部卒）ですが、研究対象は、脂質分子の単分
子膜、及び、これらを人工的に積み重ねて作る多
層膜です。通常、脂質の膜には電気が流れません
が、金属並みに電気が流れる膜を作ることができ
ました。さらに、この膜の研究を進めていくと、これ
は、基礎物性としても面白いけれども、酵素や抗
体といったバイオ分子と複合化してデバイスを作る
と、もっと面白いのではないか、と考えるようになり

ました。このような時期に、医工連携で名高い浜松
医科大学でチャンスをいただき有難く思っています。
　分子の環境を、孤立（希薄溶液中）から相互作
用がある状態（膜中）に変えると、驚くほど機能が
向上し、驚かされることがあります。「やらまいか」の
地、浜松で、様々な研究者の方と相互作用させて
いただき、医工学分野で社会に貢献するとともに、
基礎教育を通して学生に物理の視点の面白さを
伝えたいと考えています。
　また、下手の横好きですが、スポーツ好きで、水
泳のマスターズ大会に出場し、テニスも楽しんでい
ます。趣味の分野でもお声がけくださいますと嬉し
く思います。
　どうぞよろしくお願い申し上げます。

【専門分野】 循環器内科学

　平成29年4月より内科学第三講座(循環器・
血液・免疫リウマチ内科学分野)に赴任いたし
ました、前川 裕一郎と申します。1995年に慶應
義塾大学を卒業後、慶應義塾大学医学部呼
吸循環器内科学教室に入局し、大学病院およ
び関連病院で研修および勤務後、カナダのトロ
ントにあるトロント総合病院・トロント大学に留
学致しました。留学先から慶應義塾大学循環
器内科学教室に帰室後、約10年間にわたり主
に心臓カテーテル業務を中心に大学病院で
の臨床・研究・教育業務に携わってまいり
ました。

　今後、循環器内科学分野におきましては、
カテーテルによる高度最先端医療の導入、循環
器疾患を対象とした多施設共同臨床研究の実
践および難治性希少疾患の診断・治療の実施
を目指し、日々努力していきたいと考えておりま
す。血液・免疫リウマチ内科学分野におきまして
は、浜松市内はもとより静岡県全域の難治性
希少疾患症例や治療に難渋している症例の
積極的受け入れを引き続き行ってまいります。
　若手医師の育成にも力を入れ、静岡県の医
療レベルの更なる向上に貢献したいと考えて
おります。今後ともよろしくお願い申し上げます。

総合人間科学講座（物理学）
教授　

三浦 康弘

内科学第三講座（循環器・血液・
免疫リウマチ内科学分野） 教授

前川 裕一郎

Introduction

新 任 職 員 の 紹 介

New Staff

図2 NPYR遺伝子の部位別のメチル化解析と
その予後について

医学系大学倫理委員会連絡会議を開催

　平成29年6月30日（金）～7月1日（土）の２日間、浜松市内にて、本学が当番校として
第55回医学系大学倫理委員会連絡会議を開催し、約260人が参加しました。
　初日の学術集会では、総会長として今野学長が挨拶をしました。その後、特別講演として、
独立行政法人医薬品医療機器総合機構医療情報推進室長 宇山佳明氏による「電子
診療情報を活用した新たな安全対策への取り組み」、厚生労働省医政局研究開発振興
課長 森光敬子氏による「臨床研究における法制度」と２名による講演を行いました。
　引き続き、シンポジウムⅠ「小児の臨床研究と倫理」、シンポジウムⅡ「個の治療と集団の
ヘルスケア」を実施し、活発な討論が行われました。
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　平成29年4月より放射線腫瘍学講座の准
教授を拝命いたしました小松哲也と申しま
す。私は平成6年に金沢大学を卒業して直ち
に放射線医学教室に入局いたしました。大
学病院で初期研修を行い、その後は複数
の北陸の基幹病院で臨床経験を積みまし
た。平成20年には縁あって神奈川県にある
東海大学へ移り、臨床・教育・研究に従事し
てまいりました。この度このような経験を生
かして、浜松医科大学の為にお役に立ちた
いとの思いから赴任させていただくことにな
りました。当大学では現在、定位放射線
治療や回転方式の強度変調放射線治療

(Intens i ty-Modulated Radiotherapy: 
IMRTと呼ばれ腫瘍の形状に合わせて照射
し周囲正常組織の放射線量を軽減できる治
療法)など最先端の治療を制限なく受けるこ
とができています。更に、子宮頸癌の根治
治療に必要な遠隔操作小線源治療装置や、
甲状腺癌に対するヨード大量内用療法の為
に必要なRI病棟などを有しており、幅広く放
射線治療に対応できる体制となっております。
　今後も、当大学において質の高い放射線
治療が行われるよう微力ながらも尽力してい
きたいと思いますので、何卒、よろしくお願い
申し上げます。

外科学第二講座（消化器・
血管外科学分野） 教授

竹内 裕也

　平成29年3月1日付で、外科学第二講座（消化
器・血管外科学分野）教授を拝命いたしました竹
内裕也（たけうちひろや）と申します。どうぞよろしく
お願いいたします。
　私は神奈川県出身で平成4年に慶應義塾大学
医学部を卒業し、今回はじめて浜松医科大学の
一員に加えていただきました。外科学第二講座は
上部消化管外科、下部消化管外科、肝胆膵外科、
血管外科の4つの部門からなり、それぞれが専門
とする疾患の診療にあたっております。私は消化器
外科全般、とくに上部消化管外科を専門としてお
りますが、良悪性を問わず食道・胃の疾患の低侵
襲治療と内視鏡診断・治療、進行がんに対する化

学療法や放射線治療を組み合わせた集学的治療
を積極的に行ってまいりました。浜松医科大学に
おきましても各診療科にご指導いただきながら
最先端の治療に取り組んで参ります。また各自
の専門領域だけでなく、広く外科学の知識と技
量を兼ね備え、地域医療に貢献できる外科医の
人材育成に励んで参ります。今後ともご指導よろ
しくお願い申し上げます。

　今年度新規開設された寄付講座である生殖

周産期医学講座に、平成29年4月1日付けで

着任いたしました。私は、浜松医科大学医学

部を卒業後、長らく出身地である三重県で産

婦人科医として働いておりましたが、この度縁

あって母校に帰還させていただいた次第です。

久方ぶりの浜松は、病院も新しくなり、大学の

周辺も開拓され、以前過ごしていた頃とは趣き

を異にするところも多いですが、懐かしい風

景や人にもしばしば出会い感慨深いものが

あります。

　前任地では主に産科医として合併症妊娠や

胎児異常、母体救急管理を行っておりました。

生殖医療の発展を、産科医として目の当たりに

するという立場でした。今後は、「生殖周産期」

ということで、生殖医療にも携わり、「周産期予

後を改善させる生殖医療」そして「生殖医療

を踏まえた周産期管理」という両方の視点で

研究と臨床に取り組んでいきたいと考えてお

ります。

　どうかご指導の程を宜しくお願い致します。

　本年4月より泌尿器科学講座の教授を務めて
おります三宅秀明です。平成5年に神戸大学を卒業
し、大学院、留学を経て、神戸大学病院および
その関連施設で勤務をしておりましたが、ご縁あり
まして平成27年11月から本学にお世話になって
おります。皆様に暖かく迎え入れていただき、また
色 と々ご指導いただきながら、非常に恵まれた環境
で伸び伸びと仕事をさせていただいており、とても
有難く思っております。
　大学臨床医学系講座の使命として、教育、研
究、臨床の3つの柱にバランスよく従事することが
重要であると心得ておりますが、中でも臨床、特に
当面は手術の充実に力を注ぎ、その成果を教育、

研究にも反映させて行きたいと考えております。
具体的には、軌道に乗りつつあるロボット支援手術
に対する取り組みを一層発展させ、妥協無き低
侵襲化を目指すとともに、大学病院ならではの
拡大開放手術への挑戦も並行して推進して参る
所存です。
　今後も本学の発展に微力を尽くしたいと思って
おりますので、皆様におかれましては泌尿器科学
講座に対しまして引き続きご支援を賜りますよう
よろしくお願い申し上げます。

泌尿器科学講座 教授

三宅 秀明

医化学講座 准教授

中島 光子

　平成29年4月１日付で医化学講座の准教授を
拝命いたしました中島光子と申します。平成１３年
に長崎大学を卒業後、同大形成外科学講座に入
局し３年間の臨床研修を経験しました。その間に、
頭蓋顎顔面や四肢の先天奇形を持つ患者様に
触れる機会を得たことで先天性疾患の遺伝的要
因について興味を持ち、平成１６年から同大大学
院遺伝学教室にて４年間遺伝性疾患の遺伝子解
析について勉強させていただきました。この時、自
分でも思っていた以上に基礎研究にはまってしま
い、現在に至っております。
　平成２０年からは東京大学医科学研究所ヒト
ゲノム解析センターにて、１塩基多型を用いたゲノ
ムワイド関連解析について学び、その後平成２４年

からは横浜市立大学遺伝学教室にて次世代シー
クエンサーを用いた難治性希少疾患の原因遺伝
子解析についての研究を行ってきました。
　浜松医科大学ではこれまで得た知見をもとに、
引き続き先天性疾患の原因遺伝子解析を行うと
ともに、ありふれた疾患の遺伝的リスクの解析や癌
ゲノムの解析によるプレシジョンメディシンについ
ても尽力し浜松医科大学におけるゲノム解析のさ
らなる発展に貢献できればと考えております。

放射線腫瘍学講座
准教授

小松 哲也

生殖周産期医学講座
特任准教授

村林 奈緒
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　平成29年4月1日付で地域看護学講座在宅

看護学に着任致しました。浜松医科大学には

平成20年に着任し、本年3月まで公衆衛生看

護学の教育に携わって参りました。

　平成8年に神奈川県立衛生短期大学の専攻

科を修了した後、浜松市保健所に保健師とし

て勤務致しました。当時は、超高齢社会に向け

虚弱高齢者への支援が業務の中心でした。

その後、地域の療養者への支援体制は介護保

険法の制定や地域包括ケアシステムの導入に

より在宅医療ネットワークが整備され、保健師

の業務は母子の虐待予防が主となりました。

これからの在宅看護には、乳幼児から高齢者

まで地域住民が安心して生活できる地域づくり

に資する役割が求められます。自宅や施設など

での質の高い看護の提供と共に、地域保健医

療の推進に貢献できる看護師・保健師の育成

を目指したいと思います。

　これまでの主な研究テーマは思春期のメン

タルヘルスです。研究を始めた頃、子供が思春

期に差し掛かり、またその頃から両親の身体の

衰えが進み、ダブル介護や高齢介護者にも関

心を持つようになりました。これまでの経験を

活かして在宅看護の発展に努めて参ります

ので、ご指導ご鞭撻の程、宜しくお願い申

し上げます。

地域看護学講座 准教授

水田 明子
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【研究分野】 ドラッグデリバリーシステム（DDS）、
　　　　　 分子イメージング

　平成28年10月1日付で、光尖端医学教育研究セ
ンター・分子病態イメージング研究室の准教授とし
て着任いたしました、清水広介と申します。出身は
静岡県静岡市で、浜松は同じ県内ということもあり
非常に馴染み深い場所です。また浜松医科大学
は、高校生の頃に模試で第一希望大学として書い
た記憶があります（実現はしませんでしたが）。
　平成13年に同じ県内の静岡県立大学薬学部を
卒業し、博士後期課程の途中で教員として着任い
たしました。学部の研究室配属から教員在任まで
一貫して医薬生命化学教室の奥 直人教授（現日本

薬学会会頭）の指導のもと、リポソームを用いた
ドラッグデリバリーシステム（DDS）研究に取り組んで
まいりました。DDSとは薬を必要な量、必要な時間、
必要な部位に送達するための技術の総称であり、
薬の副作用を最小限に抑えつつ、主作用を最大限
発揮できるまさに薬物治療の理想を目指すもので
あると考えております。そんなDDSに魅了され、日々
研究を続けております。本学への着任を機に、本技
術を分子イメージングへと応用できればと考えてお
ります。また、DDSに興味がありましたらぜひ声をか
けてください。学内の中では離れに在席しておりま
すが、少しでもお力になれればと思います。今後とも
ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

【専門分野】 精神医学　
　平成29年4月1日付で、子どものこころの発達
研究センター特任准教授を拝命しました桑原斉
と申します。
　平成12年に医師になって以来、児童精神科
の患者さんあるいは発達障害の患者さんを主な
対象として、様々な診療所・病院あるいは行政・
福祉的部署で臨床業務にあたっておりました。
また並行して、臨床研究にも従事しておりました。
　異動の話をいただく前から、発達障害関連の
研究に関して、浜松医科大学の子どものこころ
の発達研究センター、精神医学講座及び児童
精神医学講座は、国内のトップランナーだと認識

しておりました。今回、本学での勤務の機会をい
ただけたこと、大変光栄だと思っていると同時
に、身が引き締まる思いでもあります。
　着任しまして３ヶ月程経過しましたが、アウト
プットに対する厳しい姿勢に圧倒されております。
しかしながら、このプレッシャーが、自分を成長さ
せ、また結果として世の中に、良いアウトプットを
返していくことにつながると信じて、努めております。
　本学の臨床、教育、研究に、児童精神医学、
精神医学の観点から少しでも貢献できるよう精
進してまいりますので、皆様からのご指導ご鞭撻
のほど、よろしくお願い申し上げます。

光尖端医学教育研究センター
フォトニクス医学研究部
分子病態イメージング研究室 准教授

清水 広介

子どものこころの発達研究センター　
特任准教授

桑原 斉
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第94回日本生理学会大会

第46回日本小児外科代謝研究会

　平成28年10月27日に埼玉県大宮ソニックシテイで
第46回日本小児外科代謝研究会を開催させていただ
きました。平成26年に2種類の新規医薬品半消化態
栄養剤が15年ぶりに発売され、在宅経腸栄養管理の
幅が広がってきました。このような背景をもとに第46回
日本小児外科代謝研究会では「小児栄養の現状と今後
の展望」をメインテーマとさせていただき、150人を越え
る参加者がありました。
　シンポジウム「n-3系脂肪酸を含めた脂肪製剤の
臨床的意義と問題点」でn-3系脂肪酸製剤の現状と
今後の展望に関して討論されました。近年、腸内細菌叢
の異常が様々な疾患と関連していることが明らかに
されて注目を集めており、滋賀医科大学栄養治療部

　平成29年3月28日（火）～30日（木）にアクトシティ
浜松にて、第94回日本生理学会大会を本学2つの生
理学講座が合同で主催しました（大会長：浦野哲盟・
福田敦夫、事務局長：秋田天平）。本学による主催は
平成9年（1997年）の第74回大会以来2回目でした。大
正11年（1922年）より毎年開催されてきたその回数が示
す通り、本大会には長い歴史があり、身が引き締まる思い
でした。今大会のテーマは、生理学が対象とする生命の
動態を浜松の基幹産業（音楽・光・自動車）になぞら
え、「分子が奏でるハーモニーと躍動する身体機能：照
らそう生命の理（ことわり）」としました。最終的に海外18
か国からの57名を含む1,606名の参加者を迎え、英語
を大会の主言語として活発に議論が展開されました。

神経生理学講座 准教授　秋田 天平

小児外科 特任准教授　川原 央好

プレナリーレクチャーにフランスからYehezkel Ben-Ari氏
（写真上）、フィンランドからKai Kaila氏、ベルギーから
Peter Carmeliet氏をお招きし、神経発達とその障害に
よる疾患、そして血管新生に関する世界最先端の知見
についてご講演頂きました。その他、特別講演や大会
企画及び企業共催シンポジウム等で多くの特色ある
プログラムを実施し、総演題数は一般演題含めて900題
となりました。また、大会前日には市民公開講座「知って
防ごう血栓症」を開催し盛況でした。
　国際色豊かな今大会を成功裡に終えたことで、
歴史ある本大会の今後の益々の発展への一翼を担う
ことが出来たのではないかと思っております。

教授 佐々木雅也先生にランチョンセミナー「腸内細菌
叢からみた経腸栄養管理―プレバイオティクスとプロバ
イオティクスの活用―」の講演をしていただきました。腸
内microbiomeは乳児期に形成されますが、その異常は
成人期の高血圧症、高脂血症、脳卒中、心臓病、糖
尿病などの生活習慣病の発症と関連することが報告
されています。タイムリーな話題であったため、180人以上
の参加者があり大盛況でした。
　一般セッション「NST」「新生児乳児」「胃瘻栄養
管理」「腸管不全」「カテーテル・欠乏症」でも様々な報告
がされ、在宅栄養管理の普及とともに胃瘻栄養が急速
に普及しているため、それに関する様々な合併症が
起こっていることも新しい発見でした。

主催学会主催学会

教育・研究スペースの再生と産学官連携施設の整備  
～次世代を担う人材育成と最先端研究環境の構築に向けて～

総合人間科学・基礎研究棟

看護学科棟

講義実習棟

赤  色：新築建物
ピンク：改修建物

医工連携拠点棟

基礎臨床研究棟

構造・階数
新築延面積

新築：鉄骨造３階建
1,359㎡

建　築　年

改修延面積

構造・階数

1976年（経年41年）
改修：鉄骨鉄筋コンクリート造
９階建-地下５階
15,831㎡

新築延面積
改修延面積

新築：鉄骨造５階建
改修：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造５階建
2,584㎡
1,384㎡

　基礎臨床研究棟、総合人間科学・基礎研究棟は、地域医療の中核を担う医師や質
の高い専門医、医学研究者等の人材育成や、産学官連携による共同研究等のプロ
ジェクト研究の推進、最先端医療に関する新たな学術的研究分野・研究シーズの創出
を目的に整備を行います。
　医工連携拠点棟は、地元企業との連携を進め、持続的・連鎖的な光技術の具現化
を推進し、地域イノベーション・エコシステム形成プログラムを医療・医学の面から強力
に推進するために整備を行います。なお、建物の一部に先進機器共用推進部を配置
し、実験装置を集中化して共用を図ることで、地域企業や自治体との開発・協力・研究
体制を構築することができ、より一層の教育・研究体制の充実が期待されます。

　平成29年度文部科学省の補正予算において、基礎臨床研究棟改修Ⅰ期事業が
採択されました。この事業は、Ⅲ期工区に分けて改修する計画でありⅠ期整備として、
基礎臨床研究棟中央部分の4,740㎡を改修します。また、同様に地域科学技術実
証拠点整備事業にも採択され、医工連携拠点棟を整備することとなりました。医工
連携拠点棟は新築2,584㎡と既存部分（臨床研究棟（別館））1,384㎡を一体化
することで、医療と工学技術分野の産・学・官が連携する建物として生まれ変わります。
　さらに一般教育部門の集約化に加え、学生の高い人間力を育成するために、自己
財源で総合人間科学・基礎研究棟1,359㎡を整備します。
　 これらの事業は、平成29年度末の完成を目指して進めています。

構造・階数

医工連携拠点棟

総合人間科学・基礎研究棟

基礎臨床研究棟
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International Service-learning 
in Nicaragua

ニカラグアでの国際サービス・ラーニング

総合人間科学講座（英語） 准教授 Christine Kuramoto

　私はHOPEという国際交流サークルに所
属しています。海外に興味のある学生たちが
集まり、提携校からの留学生やIFMSA（国際
医学生連盟）を介した交換留学生を毎年受
け入れている団体です。とくに交換留学に関
しては、来日前後の書類管理、留学生の送迎
や寮の手配、また、受け入れてくださる医局
や研究室の先生方との橋渡しなどを行いつ
つ、歓迎会を開いたり、留学生と一緒に出掛
けて周辺を案内したりしています。このように
IFMSAの交換留学では、様々な国で学生が
主体となって受け入れの作業を行ってい
ます。私もこの3月、交換留学でポルトガル
の医学部の研究室に留学させていただき
ました。

室で行っているため、基本的
には研究対象かどうかは問
わず、プレパラート作りをした
り、染色体を観察して1番から
順に分類して並び替えた
り、などといったルーティン
ワークを日々こなしていまし
た。その中で、実際に自分の
血液を採って固定、分離、染
色し、染色体を観察する機会
もいただきました。遺伝学の教授やその他の
スタッフの方たちは、私にいろいろな経験を
させようとしてくれて本当にありがたかった
です。私は3年次の基礎配属での実験や研
究の経験がなかったため、基本的な手法で
分からないこともたくさんありましたが、私が
理解できない時は何度も丁寧に教えてくださ
いました。また逆に、英語の苦手な方でも一
生懸命に笑顔で話しかけてくれたり、週末の
旅行の相談まで乗ってくださったりと、友好的
で温かい方たちばかりでした。最終日には
感謝をこめてお好み焼きを作って持っていき
ました。
　滞在中は学生が下宿しているアパートに住
まわせてもらっていました。同居人は、合気道
を習っていて非常に日本の文化に興味を
持っている女子学生でした。彼女とは、お互
いに自分の国の料理を作りあったり、地元を
案内してもらったり、家族と会わせてもらって
一緒に食事をしたりと非常に濃い時間を過

忘れられないと思います。鑑賞後も宗教観
の違いやお互いの国の歴史について話すこ
とができ、歴史は語り継がれていくべきもの
なのだと痛感しました。ポルトガルでポルト
ガル人とこの映画を観られたことは、一生
私の心に残る出来事になると思います。
　ところで、私の滞在していたポルトは2017
年の欧州の人気旅行先ランキングで1位にも
なっているほど、ヨーロッパ圏内や韓国、中国
などではメジャーな観光地だそうです。特に
世界遺産にもなっている歴史地区は本当に
美しく、ドウロ川の向こうから眺めるドン・ルイ
ス橋との景色は圧巻でした。リスボンやポルト
などの大きな都市でも高層ビルはほとんどな
く、古い建物や美しい街並みが残る素朴で
情緒豊かな土地でした。

▲ 同居人の学生が地元のブラガと、その近くのギマランイス
　 （ポルトガルが始まったとされている街）を案内してくれました

▲ よく晴れた日、夕焼け、夜景…日によって時間によっていろ 
　 いろな美しい姿を見せてくれるポルトの街並み

▲ トラム（路面電車）とリスボンの街並み

▲ ポルト大学医学部の学生が開いてくれた歓迎会

I teach medical English and am always 
trying to think of ways for students to 
actively use the language they are learning. 
The International Service-learning in 
Nicaragua team trips began from my hope 
to give the students an opportunity to work 
with English speaking health care workers 
to actually help a community. I also wanted 
students to be able to use the knowledge 
they were gaining in their medical classes 
to help people in a community that really 
needed the medical skills and knowledge 
the students have. Service-learning is a 
type of learning that offers both the 
recipient (in this case the villagers in San 
Ramon Nicaragua) and the students to gain 
someth ing very important  f rom the 
experience.

In Nicaragua, we support the work of 
Corner of Love (COL), an NPO based in 
the USA and Nicaragua (Central America) 
that focuses on bringing healthcare to the 
impoverished villages of the San Ramon 
area. Each year, we spend about one week 
in Nicaragua and participate in 4 clinics 
during our stay. We usually carry out three 
mobile clinics in rural locations, setting up 
the clinic in a church or school in a village. 
Our 4th clinic is now held at the Plaza de 
Bondad, near La Lima River which was 
built by COL and completed in 2015. In 

addition to our team, COL 
hosts teams from the USA, 
Canada, and Bermuda to 
provide healthcare to more 
than 50 villages throughout 
the year. It is great to know 
that there are always teams 
before and af ter  us that  
continue to provide for the 
vi l lagers when we aren’t 
there.
 

Students of all levels can participate in a 
team to Nicaragua because there are many 
jobs to do. Some of the jobs we undertake 
do not require any medical knowledge, 
such as playing with the children that are 
waiting at the clinic, selecting clothing 
items to give to families in need, running 
messages between the medics and the 
pharmacy workers, and measuring patients’ 
height and weight. Other jobs require more 
medical knowledge, such as examining 
patients, taking blood pressure, prescribing 
medicines, and filling prescriptions in the 
pharmacy. It takes many hands to run a 
mobile clinic, so there is something for 
everyone to do!

Our next trip in 2018 will be my 10th trip 
to Nicaragua. I never imagined that I 
would get a chance to be a part of an 
amazing experience like the Nicaragua 
service-learning trip for so many years.  I 
have seen how this trip has been a life 
changing experience to students and 
continues to bring so much hope to the 
people of Nicaragua through the ongoing 
efforts of COL. 

My dream to take my students out into the 
world and let them see how much they 
can connect and communicate with others 
and how they can work to make the world 

a little bit better for someone in need has 
come true!

　私は医学英語を教えながら、学生たちが実際に
使える方法を常に考えています。選択実習「国際
サービス・ラーニング」はニカラグアで行うチーム研
修で、英語を話す医療従事者と働く機会を作るため
に始めました。習得した医学知識を地域支援活動
で活用することも目的のひとつです。
　ニカラグアでは、アメリカ合衆国とニカラグアを拠
点とする非営利団体「Corner of Love (COL)」が
サン・ラモン地区の貧村へ医療提供しています。
毎年私たちは約1週間の滞在中に、教会や学校に
設置する移動診療所3か所と、2015年にCOLが
リマ川付近に建設した「Plaza de Bondad」の計
4つの診療所を回ります。COLは英国、カナダ、
バミューダ諸島からのチームも受入れており、年間
50以上の村を継続的に支援しています。
　学生なら誰でもこの研修に参加できます。治療を
待つ子供たちと遊んだり、家族ごとに必要な衣料を
選んだり、医師と薬局との遣いや、身体測定など、
医学知識の必要ない仕事も多くあります。診察、血圧
測定、薬の処方、処方箋のファイリングといった仕事
は医学知識が必要です。診療所の運営には多くの
手が必要で、仕事は沢山あります。
　2018年の研修は、私にとって10回目となります。
こんなに長く続けられるとは想像もしませんでした。
この研修が学生の人生を変える経験となり、また
ニカラグアの人々に希望を届ける様を見てきました。
世界へ一歩踏み出すことで、どれだけ人と理解しあ
えるのか、そしてほんの少しだけ世界をよくするため
に自分にできることがあることを知ってもらいたい
という私の夢が叶いました。 

　私は、ポルトガルの第二の都市ポルトに1ヶ
月滞在し、ポルト大学医学部の遺伝学研究
室にお世話になりました。研究内容は男性不
妊の遺伝学を選択しましたが、病棟から紹介
された様々な患者の遺伝子診断もその研究

ごさせてもらいました。
中でも印象深いのは、
ポルトガル人の司祭の
目線から描かれた江戸
時代初期のキリシタン
弾圧がテーマの映画、
「沈黙」を一緒に観た
ことです。ポルトガルは
90%の国民がカトリック
を信仰している国で、彼
女もまたカトリック教徒。
この時彼女に対して感
じた、罪悪感のような言
い訳したくなるような後
ろめたさを私はずっと

　1ヶ月間、美しい街で温かい人たちに囲ま
れてたくさんの刺激を受け、ここには書きき
れないほどの貴重な経験をたくさん得られ
ました。まず何よりも、この留学にご理解とご
協力をくださった皆様に心から感謝申し上
げます。同時に、1ヶ月間で自分の勉強不足
を痛感することも多々ありました。今後の課
題として見つめ直し、もっともっと成長してい
きたいです。
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医学科5年 秋山 萌

Corner of Loveホームページに私たちのJapan chapterがあるので、是非ご覧ください。　http://corneroflove.org/where-we-serve/japan-chapter/ 
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